
賢
が1’ｔ

悩

圃9月10。

感篠　3　6　4　号観

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

ま

だ

ま

だ

元

気

で

す

ご夫婦そろっての

町内最高齢者

大根雪ヌ含夫妻

吉
田
ノ
三
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
大
根
貞
人
さ
ん
（
7
9
歳
）
、
キ
ヌ
ヨ
さ
ん
（
9
5
歳
〕

ご
夫
婦
は
、
町
内
で
の
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
の
最
高
齢
者
。
お
二
人
と
も
元
気
が
よ
く
、

9
5
歳
に
な
ら
れ
る
キ
ヌ
ヨ
さ
ん
は
今
で
も
自
分
で
家
の
掃
除
を
ざ
れ
て
い
ま
す
。

9
月
1
5
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
今
日
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
お
年
寄
り
を
ね

ぎ
ら
い
、
そ
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

町の人口

（51年8月禾現在）

：人　口24，399
男11，327

女12，572

世帯数　7，253
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○
…
…
…
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
　
－
。
長
い
間
社
会
の
変
化
に
た
え
、
発
展
に
尽
…
…
…
0

0
…
…
…
く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
を
ね
ぎ
ら
い
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。
こ
…
…
…
0

0
…
…
…
こ
で
、
老
人
福
祉
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
…
…
…
…
○

毎
日
庭
い
じ
り
を
す
る
の
が
楽
し
み

で
、
自
分
で
花
畑
も
手
入
れ
を
し
て
い

る
。
の
ん
び
り
し
た
生
活
を
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る
。

若
い
こ
ろ
か
ら
毎
日
規
則
正
し
い
生

活
を
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
も
の
は

す
べ
て
自
分
で
洗
た
く
し
ま
す
。
毎
日

テ
レ
ビ
を
見
て
く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
の
無
料
化

病
気
に
な
っ
た
と
き
の
医
療
費
の
負

担
を
な
く
す
た
め
、
公
的
負
担
に
よ
っ

て
無
料
化
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま

す
。①
七
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
老
人
（

該
当
者
八
百
十
五
人
）

㊥
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の

身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
で
、
三
ケ

月
以
上
臥
床
し
て
い
て
介
護
を
必
要
と

す
る
人
㊥
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
重
度
心

身
障
害
者
で
、
身
体
障
害
者
の
一
、
二

級
の
人
、
ま
た
は
、
精
神
薄
弱
者
で
知

能
指
数
が
三
十
五
以
下
の
人
。
（
該
当

者
五
十
八
人
）

か
も
家
族
が
養
護
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
と
き
は
、
家
庭
奉
仕
員
（
現
在
二
人

）
が
老
人
の
身
の
回
り
の
世
話
、
家
事

、
介
護
、
身
上
相
談
や
助
言
を
行
っ
て

い
ま
す
（
該
当
者
十
三
人
）
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
対
象
と
な
る
世

帯
が
あ
れ
ば
、
地
区
の
民
生
委
員
を
通

じ
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ん絹
歳
熊

マ

　

4

辺

9

猪

渡

お
じ
い
ち
ゃ
′
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

一
日
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

腰
が
悪
く
あ
ま
り
動
け
な
い
の
で
ほ

と
ん
ど
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
。
三
年

く
ら
い
前
ま
で
は
庭
の
草
取
り
な
ど
を

し
て
健
康
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

ひ
孫
と
い
っ
し
ょ
に
家
で
テ
レ
ビ
を

見
て
過
し
て
い
ま
す
。
食
べ
も
の
は
家

族
の
み
ん
な
と
同
じ
も
の
を
食
べ
、
何

で
も
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

健

　

康

　

診

　

断

町
内
に
住
ん
で
い
る
お
年
寄
り
で
、

八
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
百
九
十
六

人
、
う
ち
九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
は
十

四
人
い
ま
す
。

病
気
の
た
め
に
自
宅
ま
た
は
、
病
院

で
療
養
中
の
か
た
四
人
を
除
い
た
十
人

の
か
た
に
、
一
日
の
楽
し
み
は
ど
ん
な

こ
と
か
、
ま
た
、
長
寿
の
秘
け
つ
な
ど

を
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

食
事
は
毎
日
お
い
し
く
、
よ
く
か
ん
で

食
べ
て
い
ま
す
。

んさ

抑
農

大

衛藤工ジユさん

94　歳

鯉　口　区

ん厘
歳
熊

タ

　

0

川

9

猪

早

孫
や
ひ
孫
の
た
め
に
毛
糸
の
編
み
も

の
を
編
ん
で
や
る
の
が
楽
し
み
で
、
一

日
中
こ
の
編
み
も
の
を
し
て
い
ま
す
。

老
人
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
六
十

五
歳
以
上
の
老
人
を
対
象
と
し
て
、
毎

月
一
回
、
老
人
憩
い
の
家
で
健
康
診
慨

を
行
っ
て
い
ま
す
。

んパ
歳
座

サ
　
　
左

的
9
7
伊

永

毎
日
朝
・
晩
、
家
の
中
の
掃
除
を
す

る
の
が
一
日
の
楽
し
み
で
す
。
若
い
と

き
か
ら
好
き
嫌
い
な
し
で
食
べ
る
の
が

い
い
よ
う
で
す
。

家
　
庭
　
奉
　
仕
　
員

ｌ冊Ⅲ刷

一
人
ぐ
ら
し
の
老
人
、
ま
た
は
六
十

五
歳
以
上
の
老
人
で
低
所
得
世
帯
、
し

ほ
と
ん
ど
毎
日
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま

す
。
運
動
の
か
わ
り
に
家
の
中
を
歩
き

ま
わ
っ
た
り
、
足
跨
あ
ｌ
を
し
て
い
ま
す

．
千
．

－

一

．

　

Ｌ

 

ｈ

　

1

1

んは
歳
賀

－
ノ
　
．

ツ
．
、
5

浦

9

古

美

ん月
歳
熊

キ机
9
2
猪

高

ー
庭
の
葦
取
年
督
す
る
の
が
日
課
。
し

ょ
う
酎
を
小
さ
な
グ
ラ
ス
で
毎
日
三
杯

づ
つ
く
ら
い
飲
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
四

旗
竿
く
ら
い
風
邪
凄
ひ
い
た
こ
と
兢
あ

。
ま
せ
ん
。
㌍
ハ

ト
Ｆ
【
．
ト
．
、
．
ｒ
．
．
㌧

脚
が
丈
夫
な
の
で
毎
日
夕
方
に
な
る

と
近
く
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。
十
年
く

ら
い
前
ま
で
は
軽
い
作
業
な
ん
か
し
て

い
ま
し
た
け
ど
…
…
。

毎
日
庭
つ
く
り
や
畑
仕
事
を
お
ば
あ

さ
ん
と
二
人
で
し
て
い
ま
す
。
朝
早
起

き
し
て
毎
日
仕
事
を
す
る
の
が
長
生
き

．
の
秘
け
つ
じ
ゃ
ろ
－
－
1
1
も
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団

梅
ノ
木
団
地

（
分
譲
住
宅
・
賃
貸
住
宅
）

者
を
募
集

七
、
分
譲
代
金
の
支
払
方
法
一
時
金

（
東
金
）
Ｌ
Ｏ
Ｏ
万
円
以
上
で
、
残

金
を
3
0
年
間
毎
月
償
還
と
ポ
ー
▼
ナ
ス

併
用
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
な
お

即
金
払
い
も
で
き
ま
す
。

八
、
案
内
書
、
．
申
込
賓
の
価
額
と
販
売

期
日
　
案
内
書
1
9
0
円
、
申
込
書

6

0

円

、

9

月

1

4

日

～

2

7

日

賃
貸
住
宅

所
在
地
　
水
巻
町
梅
ノ
木
団
地

入
居
予
定
　
5
1
年
1
1
月

募
集
期
間
　
9
月
2
8
日
～
1
0
月
7

分
譲
住
宅

㊥
梅
ノ
木
田
地

所
在
地
　
水
巻
町
梅
ノ
木
団
地

分
譲
戸
数
　
3
Ｄ
Ｋ
、
1
0
0
戸

8
2
2
万
円
～
8
4
0
万
円

一
、
構
造
一
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
5
階

建
二
、
譲
渡
予
定
　
5
1
年
1
2
月

三
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム
公
開
　
9
月
1
8
日

～
1
9
日
、
1
0
時
～
1
6
時
、
．
現
地

四
、
募
集
期
間
　
9
月
1
8
日
～
2
7
日

五
、
抽
選
　
1
0
月
5
日
．
午
前
1
0
時
、

日
本
住
宅
公
団
九
州
支
社

六
、
申
込
方
法
　
公
団
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

口
Ｈ

四
、
抽
選
　
1
0
月
1
5
日
　
午
前
1
0
時

日
本
住
宅
公
団
九
州
支
社

五
、
申
込
方
法
　
公
団
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

六
、
申
込
書
、
案
内
書
の
価
額
と
販
売

期
間
　
申
込
書
6
0
円
、
案
内
書
9
0
円

9

月

2

5

日

～

1

0

月

7

日

七
、
問
い
合
せ
　
目
本
住
宅
公
団
九
州

支
社
管
理
課
（
魯
0
9
2
・
7
7
1

・
4
1
1
1
）

㊥
　
案
内
書
販
売
場
所
　
門
司
－
山
城

屋
、
小
倉
－
玉
屋
、
小
倉
1
井
筒
屋

八
幡
－
井
筒
屋
、
若
松
十
丸
柏
、
日
く
．
、

本
住
宅
公
田
小
倉
営
業
所
（
金
田
）

、
水
巻
町
役
場
住
民
諌
（
窓
口
）

型式・戸数・露貨

閑

地 型　 式
募　 集 専　 用

家　　　　　　　　　　　　 賃　 （概 ｒ算） ｌ共益費

入居日 53 ．4 54 ．4 55　 4 56　 4 57　 4 58　 4 59　 4 60　 4

名
戸　 数 床面積 ～ ？ （ Ｊ Ｊ 1 † さ‾ ～ 61 ．4

7
62 ．4

～
（鱒算）

53年3 月 54 ．3 55 ．3 56 ．3 57 ．3 58 ．3 59 ．3 60 ．3 61 ．3 62 ．3 以　 降

梅 3　 Ｋ

グ ｍ 25，200 27，500 29．900 32，400 35 ，000 37，700 40 ，500 43．400 46，400 49 500 52 700
4 0 52．24 Ｉ ！ ！ ？ ！ ？ ？ ！ Ｊ 1 ？ 未　 定

ノ

1

26，600 28 ，900 31，300 33，800 36 ．4（氾 39，100 41 ，9（槍 44 ，800 47 、800 50，900 54，100

3 ＤＫ
27，900 30 ，2∝） 32，700 35，400 38，300 41，400 44．700 48，200 51 900 55 800 59 900

未　 定木 1 2 9 58 ．89 Ｉ ？ Ｊ ？ ！ ？ ？ Ｊ ？ ？ ！
29 ，500 31 ．800 34，300 37，000 39，900 43，000 46．300 49，800 53 ，500 57，400 61，500

∴
〔

－

、

し

　

．
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．

ト
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∴
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．
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・
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1

　

1

　

1

　

・

　

　

　

一

第

1

2

回

　

少

年

野

球

大

会

下
　
　
二
（
小
学
生
の
部
）

吉
田
団
地
（
中
学
生
の
部
）

が
優
勝

八
月
十
八
日
か
ら
役
場
横
の
グ
ラ

ン
ド
で
熱
戦
を
練
り
ひ
ろ
げ
て
い
た

第
十
二
回
少
年
野
球
大
会
は
、
接
戦

の
宋
小
学
生
の
部
は
下
二
が
、
ま
た

中
学
生
の
部
で
は
吉
田
団
地
が
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

小
学
生
十
六
チ
ー
ム
、
中
学
生
十

二
チ
ー
ム
が
参
加
、
真
夏
の
太
陽
の

も
と
で
毎
日
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
選
手
の
一
投
一
打
に

応
援
に
か
け
つ
け
た
父
兄
か
ら
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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八
月
二
十
二
日
、
吉
田
小
学
校
の
運

動
場
に
郡
内
四
ケ
町
の
消
防
団
を
集
め

て
、
ポ
ン
プ
揉
法
大
会
が
開
か
れ
、
水

巻
町
消
防
団
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。郡
内
の
消
防
団
五
チ
ー
ム
（
一
チ
ー

ム
七
名
）
が
参
加
、
日
頃
の
訓
練
の
成

郡内ポンプ　水巻町消防団チーム

操法大会　優れた操法を披露

栗
を
裔
い
あ
い
や
水

巻
町
絡
防
団
か
ら
参

加
し
た
Ａ
・
Ｂ
の
二

チ
ー
ム
の
う
ち
Ａ
チ

ー
ム
が
優
勝
、
ま
た

Ｂ
チ
ー
ム
も
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
摸
法
と
は

規
則
正
し
い
消
防
技

術
を
訓
練
し
団
体
行

動
の
敏
速
性
を
図
る

と
と
も
に
、
強
い
消

防
精
神
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
こ

の
大
会
が
郡
内
で
二

年
に
一
回
開
か
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
優
勝

チ
ー
ム
は
九
月
十
二

Ｉ障日一皿

日
に
行
わ
れ
る
ポ
ン
プ
操
法
の
県
大
会

に
出
場
す
る
た
め
、
毎
日
遅
く
ま
で
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

水
巻
町
消
防
団
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

擁真数
郵

政

外

務

職

員

の

募

集

▼
募
集
期
間
　
9
月
1
6
日
～
2
5
日

▼
採
用
予
定
人
員

九
州
地
区
　
　
約
3
0
0
名

東
京
地
区
　
　
約
1
5
0
名

京
阪
神
地
区
　
約
3
0
名

▼
受
験
資
格

。
九
州
・
京
阪
神
地
区
　
昭
和
2
6
年
4

月

2

日

か

ら

昭

和

3

4

年

4

月

1

日

ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

。
東
京
地
区
　
昭
和
2
1
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

▼
試
験
日
・
試
験
地

。
第
一
次
試
麒

試

験

日

　

1

0

月

1

0

日

試
験
種
目
　
教
養
試
験
、
通
性
検
査

作
文
試
験

試
験
地
　
北
九
州
市
小
倉
屈
ほ
か

。
第
二
次
試
験

試
験
日
　
1
1
月
上
旬
～
中
旬

試
験
徳
目
　
面
接
試
験
、
身
体
検
査

く
わ
し
く
は
近
く
の
郵
便
局
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

北
九
州
市
交
通
局

職
員
の
募
集

▼
試
験
区
分
　
バ
ス
ガ
イ
ド

▼
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

▼
受
験
資
格
　
顧
和
2
7
年
1
0
月
1
0
日
か

ら
昭
和
3
4
年
1
0
月
9
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子

▼
試
験
日
時
　
1
0
月
1
0
日
、
9
時
か
ら

▼
試
験
場
所
　
北
九
州
市
交
通
局

▼
申
込
書
の
請
求
先
と
申
込
先

北
九
州
市
人
事
委
員
会
の
事
務
局
ま

た
は
市
交
通
局
総
務
課
人
事
係

▼
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
1
0
月
8
日

行

政

書

士

試

験

▼
日
時
と
場
所

。

1

1

月

1

5

日

、

1

3

時

～

1

6

時

。
福
岡
市
中
央
区
天
神
、
天
神
ビ
ル

▼
申
込
方
法
　
履
歴
書
、
受
験
資
格
を

有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
、
受

験
顧
書
一
部
、
写
真
一
葉
、
受
験
手

数
料
千
円
（
福
岡
県
領
収
証
紙
）
を

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
に
提
出

▼
申
込
受
付
期
間
　
1
0
月
1
日
～
2
0
日

受
験
手
続
き
そ
の
他
の
問
い
合
せ
は

県
総
務
部
地
方
課
（
電
0
9
2
・
7

5

1

・

1

7

1

6

）

に

お

願

い

し

ま

す
。

，　　　消防署への届出

ｌ

紋のようなことをするときは、事前に消防
1

署に届出をして指示を受け、てください。

・・1－1　火災と間違えやすい煙、または、火炎を

（ｌ発する恐れあぁ去ような行為をするとき
ｌ、、

2　花火（普通のがん具用花火を除く）仕掛

け、または打ち上げをするとき

3　劇場、映画館以外での演劇や映画、その
、ｔ

他多数の人が集る催しものを行うとき

4　道路の片側または全面通行止めにより、

工事をしまうとするとき
、・㌣1

5　ボイラーを設置しようとするとき

9　炉、またはかまどを設置しようとすると

き（個人住宅壷除く）

▼　自家用車などのエンジンオイルを自分で

抜き取読あと、その廃油を薄や川などに
ｌ

流さないようにしましょう。
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静
岡
大
会
で
好
成
績
を
収
め
　
る

目
立
　
つ
　
体
力
の
向
上

吉部　智子、

伊左座小　6年

古石　広志

吉田小　6年

一
八
月
二
十
二
・
二
十
三
日
の
両
日
、

静
岡
県
藤
枝
市
で
一
都
十
二
県
か
ら
小

学
生
千
人
を
集
め
て
、
全
国
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
交
歓
会
が
開
か
れ
、

水
巻
町
か
ら
参
加
し
た
下
二
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
好
成
額
を
収
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
静
岡
市
内
で
小
学
生
バ
レ
ー

の
指
導
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
同
市

内
で
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
関
東
大
会

が
開
か
れ
た
の
を
機
会
に
、
全
国
各
地

で
活
動
し
て
い
る
小
学
生
チ
ー
ム
に
呼

ぴ
か
け
て
、
大
き
な
親
善
の
花
を
咲
か

そ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
参
加
チ
ー

ム
は
福
岡
、
福
島
、
茨
城
、
群
馬
、
埼

玉
、
千
葉
、
東
京
、
三
重
、
香
川
、
広

島
、
そ
れ
に
地
元
で
あ
る
静
岡
な
ど
の

女
子
五
十
二
、
男
子
十
三
の
計
六
十
五

チ
ー
ム
。

参
加
チ
ー
ム
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分
け

て
行
わ
れ
た
試
合
で
、
水
巻
か
ら
参
加

し
た
下
二
チ
ー
ム
は
、
全
チ
ー
ム
を
下

し
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

団
に
入
っ
て
か
ら
の
楽
し
い
思
い
出
な

ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

少
年
団
に
入
っ
た
こ
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ

テ
ス
ト
を
受
け
る
と
四
級
だ
っ
た
の
が

今
回
の
テ
ス
ト
で
は
一
級
に
上
り
、
体

力
の
づ
い
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

幼
い
こ
ろ
少
年
団
に
入
っ
て
い
る
お

姉
さ
ん
た
ち
を
見
て
、
し
て
み
た
か
っ

た
。
も
っ
と
自
分
の
守
備
位
置
を
自
覚

し
て
名
セ
ッ
タ
ー
に
な
り
た
い
。

安部久美子

伊左座小　6年

毎
日
練
習
に
励
む
少
年
団
の
選
手
た
ち

し
か
し
、
こ
の
大
会

は
技
術
よ
り
も
ま
ず
親

善
と
、
開
会
式
で
は
参

加
チ
ー
ム
の
紹
介
や
記

念
品
の
贈
呈
な
ど
、
試

合
の
他
に
親
睦
を
は
か

る
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、
な
ご
や
か
な
ム
ー

ド
の
う
ち
に
二
日
間
を

終
え
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
発
足
し

て
以
来
、
技
術
も
日
に

日
に
向
上
し
、
現
在
で

は
全
国
的
に
も
他
に
劣

ら
な
い
レ
ベ
ル
と
な
り

こ
れ
か
ら
の
活
動
が
期

．
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
で
開
か
れ
た
親

善
交
歓
会
に
参
加
し
た

チ
ビ
ッ
コ
十
」
人
に
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め

た
き
っ
か
け
と
、
少
年

幼
い
こ
ろ
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

て
み
た
か
っ
た
。
静
岡
大
会
で
は
、
全

国
の
チ
ー
ム
と
対
等
に
試
合
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
。

．松野　直子

ｔ伊左座小　6年

中野多加子

吉田中　6年

近藤　籠子

伊左座小　8年

バ
レ
ー
が
好
き
で
少
年
団
で
や
り
た

い
と
以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
。
匂
年
行

わ
痢
る
湯
布
院
の
合
宿
で
は
、
友
だ
ち

と
い
ろ
ん
な
お
話
し
が
で
き
て
た
の
し

い
。

日高　葉子

伊左座小　6年

い
ろ
ん
な
大
会
に
参
加
で
き
て
、
広

′
島
や
茨
城
県
の
同
じ
バ
レ
ー
ポ
ｈ
≠
ル
を

す
る
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
、
文
通

を
し
て
い
ま
す
。

少
年
団
に
入
っ
て
体
が
丈
夫
に
な
っ

た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
し
、
ま
た
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
多
く
の
友

だ
ち
の
で
き
た
こ
と
。

小池美枝子

吉田小　6年

勉
強
を
す
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
と
思

う
け
ど
、
塾
ば
か
り
行
っ
て
勉
強
を
す

る
よ
り
も
、
体
の
た
め
に
な
る
ス
ポ
ー

ツ
が
し
た
く
て
バ
レ
ー
を
初
め
た
。

魂
だ
ち
が
少
年
団
で
活
動
し
て
い
る

の
を
見
て
、
自
分
も
や
り
た
く
な
っ
て

始
め
た
。
食
べ
物
に
好
き
き
ら
い
が
な

／
㍉
な
、
つ
た
の
で
う
れ
し
い
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
動
作
が
遅
く
性
格

も
の
ん
び
り
屋
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、
な

ん
と
か
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
、
こ
れ

を
な
お
し
た
い
と
思
っ
て
入
団
し
ま
し

た
。い

ろ
ん
な
大
会
に
参
加
し
て
、
日
頃

き
た
え
た
自
分
の
力
を
全
国
の
人
た
ち

と
た
め
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
町
内
の
他

の
学
校
（
机
や
猪
熊
）
の
人
と
友
だ
ち

に
な
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
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乳
児
の
健
康
診
断

▽
対
象
児
　
生
後
1
3
ケ
月
ま
で
の
乳
児

▽
実
施
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
日
時
　
9
月
2
4
日

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
健
診
内
容

。
計
測
、
身
長
、
体
重
、
頭
囲
、
胸

囲
。
診
察
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
内
科
、

外
科
、
・
皮
膚
科

。
育
児
相
談
及
び
指
導

▽
料
金
　
無
料

9
月
1
3
日
か
ら
2
0
日
ま
で
に
予
診
を

と
り
ま
す
の
で
母
子
手
帳
を
持
参
の
う

え
、
町
衛
生
係
窓
口
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
は
必
ず
母
子
手
帳
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
9
月
6
・
1
3
・
2
0
日
、
時
間

は
い
ず
れ
も
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▽
会
場
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
妊
娠
か
ら
育
児
ま
で
、
及
び

家
族
計
画
に
つ
い
て
指
導

母

子

保

健

相

談

▽
目
時
　
9
月
1
7
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時

3

0

分

▽
会
場
　
富
田
団
地
公
民
館

▽
内
容
　
育
児
相
談
指
導
（
身
長
・
体

重
の
測
定
）
家
族
計
画
相
談
指
導
、

婦
人
ガ
　
ン
検
診

▽
日
時
　
9
月
2
2
日

年
前
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

午
後
　
1
2
時
3
0
分
～
1
4
時

▽
会
場
　
町
民
会
館
玄
関

▽
料
金

。
一
般
社
保
　
個
人
負
担
千
円
、
町
補

助
九
百
円

。
国
保
被
保
険
者
　
個
人
負
担
五
百
ｌ
円

町
補
助
千
四
百
円

▽
申
込
み
受
付
期
間

9

月

1

1

日

～

2

0

日

▽
申
込
み
先
　
町
厚
生
課
衛
生
係

▽
受
診
人
員
　
百
名
（
先
着
囁
）

社
保
・
国
保
別
に
そ
れ
ぞ
れ
負
担
金

を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
保
の
か
た
は
必
ず
被
保
険
者
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

成
　
人
　
病
　
教
　
室

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
、
1
3
時
～
1
5
時
3
0

分
▽
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
内
容
　
講
演
　
脳
卒
中
の
予
防
と
応

急
処
置
及
び
片
マ
ヒ
患
者
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
機
能
回
復
訓
練
）

選

挙

人

名

簿

の

縦

覧

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和

五
十
一
年
九
月
十
日
現
在
で
定
時
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
9
月
1
1
日
か
ら
9
月

1
5
日
ま
で
の
5
日
間
（
午
前
8
時

一
1
－
－
－
〓
〓
1
．
．
一
一
一
ｌ
ｌ
Ｅ
一
ｇ
一
一
〓
一
．
一
一
1
－
－
一
．
．
一
一
一
ｕ
一
一
一
1
．
一
一
ｔ
ご
一
－
ニ
ー
一

子
㍉

講
師
　
亭
水
蜜
彦
先
生
（
国
立
東
福

岡
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医

長
）ご
み
は
本
道
路
ま
で

出
し
て
く
だ
さ
い

・
ご
み
は
本
通
り
の
道
路
ま
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
十
月
か
ら
は
本
通
り

ま
で
出
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い

）
ま
た
、
ぞ
み
出
し
に
つ
い
て
の
現

地
で
の
話
し
合
い
に
応
じ
ま
す
の
で

町
衛
生
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

衛
生
業
務
従
業
員
の
募
集

一
、
集
金
人
　
若
干
名

二
、
作
業
員
　
若
干
名

く
わ
し
い
こ
と
は
猪
熊
の
全
清
公
社

（

審

6

0

2

・

6

6

8

9

）

に

お

た

ず

ね
く
だ
さ
い
。

山
火
事
予
防
・
森
林
国
営
保

険
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
募
集

▼
応
募
資
格
　
中
学
・
高
校
の
生
徒
及

び
二
般
人
（
標
語
の
み
）

▼
申
込
期
限
　
5
1
年
9
月
3
0
円
∵

▼
作
品
送
付
先
　
財
団
法
人
林
野
弘
済

会
（
東
京
都
文
京
区
後
楽
1
ノ
7
ノ

ほ
林
友
ビ
ル
6
階
）

◇
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
部

・
第
一
部
　
山
火
事
予
防
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
原
画
、
第
二
部
森
林
国
営
保

ｌ
…
…
≡
…
…
≡
…
…
≡
≡
…
≡
…
…
…
≡
…
≡
≡
…
≡
…
≡
ぷ

3
0
分
～
午
後
5
時
）

▼
縦
覧
場
所
　
水
巻
町
選
挙
管
理
蚕
　
棚

員
会
（
役
場
住
民
課
）

▼
縦
覧
内
容
．
住
所
・
氏
名
・
生
年
　
㈱

月
日

≡
…
≡
≡
…
≡
≡
≡
…
一
一
三
…
－
≡
…
…
≡
…
≡
≡
三
…
一
≡
和

－　お　礼－

香
典
返
し
左
し
て
次
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
あ
っ

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

下頃頃机吉
田
ノ

二乗末　　三

故故故故故

土前森小藩
井田田田崎

初ス　　智
天工新弘武
殿殿殿殿殿

藤
崎
ふ
じ
子
殿

小
路
　
背
徳
殿

森
田
　
孝
雄
殿

前
田
　
勝
秀
殿

土
井
　
ハ
ナ
殿

険
加
入
の
勧
め
と
そ
の
普
及
宣
伝
に

．
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
原
画

・
用
紙
　
大
き
さ
は
Ｂ
3
判

・
文
字
　
原
画
に
は
必
ず
次
の
文
字
を

入
れ
る
こ
と
。

第
一
部
の
も
の
は
　
山
火
事
予
防

第
二
部
の
も
の
は
　
森
林
国
営
保
険

◇
槙
語
の
部

・
第
一
部
　
山
火
事
予
防
に
関
す
る
標

語
、
堅
一
部
森
林
国
営
保
険
加
入
の

勧
め
と
そ
の
普
及
宣
伝
に
関
す
る
標

語
・
応
募
万
路
　
郵
便
は
が
き
一
枚
に
第

一
部
、
第
二
部
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
き
標
語
2
句
以
内
を
書
く
こ
と
。

契
約
期
間
が
す
べ
て
切
れ
ま
す
。

継
続
の
手
続
き
は
九
月
一
日
か
ら
役

場
住
民
相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で

早
目
に
継
続
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。こ
の
制
度
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
相

互
扶
助
を
基
本
に
し
た
共
済
制
度
で

す
。
お
互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う
家
族

ぐ
る
み
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

9
月
3
0
日
が
期
限
で
す

そ
ろ
っ
て
再
加
入
を

町
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
か
声
の
急
場
の
生
活
の
窮
状

を
救
済
す
る
こ
と
を
′
目
的
と
し
た
一
日

．
－
佃
の
保
険
、
交
通
共
済
制
度
を
つ
く

り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
期

間
統
一
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
魂
在
加

賀
て
小
戦
濁
一
十
哲
、「ゝ’－1ｍ　　‾、1‘Ｌ、ノト’．‾‘し、‘‾’ｒＯ‘‾’‾．‾′　′、‾‾刑ノ‾　‘、‾．－1㌧’∴∵

ｌｌ ｔｌＪＪ　　／．・　ｔ．ユー　1′ｉ三　　　　　　　　　一～　　　　札，曜　在、宅　医
9月12日　渡辺医院　外　　科　頃末　691・2616

19日　入江医院　外　　科　頃末　601・3320

26ＬＩ＼楠本医院　内・児科大膳橋093・24・0385

前原医院　内・児科　樋口　691・0553

間は9時から17時、原則として往診はしません。
＿，　一、－　ノ∴，・ノ1、1
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